
 

今
いま

、２年生はかけ算
ざん

の勉強
べんきょう

を一生懸命
いっしょうけんめい

しています。九九
く く

を覚える
おぼ      

のもたいへんで

すが、日本人
にほんじん

のほとんどの人
ひと

は、２年生の

時
とき

に九九
く く

を覚えて
おぼ      

、大人
お と な

になっています。 

さて、かけ算
ざん

の記号
き ご う

「×」
かける    

は、どうやって作られた
つく         

のでし

ょうか。これは、イギリスのオートレッドという人
ひと

が、「かけ

算
ざん

を美しく
うつく     

するためには『×』または『in』を使う
つか   

」と書いた
か    

のが始まり
はじ      

だそうです。十字架
じゅうじか

の記号
き ご う

を斜め
なな   

にしたものだと、

言われて
い    

います。その後
  ご

、ドイツのライプニッツという人
ひと

は、

Ｘと間違いやすい
ま ち が           

ので『・』を使う
つか   

ようにしました。この「・」

は、今
いま

でも使われて
つか         

います。 

では、たし算
ざん

の「＋」やひき算
ざん

の「－」は、どのようにし

てできたのでしょうか。まず、「―」ですが、これは船
ふね

に乗って
の   

旅
たび

に出る
で  

人
ひと

が作りました
つく           

。海
うみ

の上
うえ

でとっても大事
だ い じ

な水
みず

をたる

に入れて
い    

旅
たび

に出た
で  

のです。大事
だ い じ

な大事
だ い じ

な水
みず

を使った
つか      

ら、「－」

と、たるに線
せん

をひいたのだそうです。それがひき算
ざん

の記号
き ご う

の

始まり
はじ      

です。＋と÷
わる

についても、調べて
し ら     

みて下さい
くだ      

。 
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